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　新年明けましておめでとうございます。
　皆様方には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、関係機関並びに会員の皆様におかれましては、当商工会の諸活動に対し、格
別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年は東京オリンピック・パラリンピックの開催や、丹後ちりめん創業300年の記念すべ
き年に当たり、期待も大きくスタートいたしましたが、３月頃から新型コロナウイルス感染症の世
界的な拡大により、わが国はもとより全世界でヒトの流れが止まり、私ども経済界にとりましても、
大きな打撃を受けることとなりました。
　新型コロナウイルス感染症が拡大し始めた当初、当商工会としまして「一社も倒産を出さな
い!!」「一人も自殺者を出さない!!」とのスローガンを掲げ、役職員一丸となって会員の皆様の
支援に全力で取り組んで参りました。
　また、国・府・町におかれましても各種の緊急支援策を講じていただき、何とか今日を迎える
に至っておりますが、未だ予断を許さない状況が続いており、今後も関係機関と手を携え、会

員の皆様の伴走支援に取り組んで参りますので何
卒宜しくお願い申し上げます。
　具体的には、経済産業省認定の与謝野町商工
会「経営発達支援計画」が本年最終年となること
に鑑み、コロナ対策の継続支援は勿論のこと、経営
発達支援計画の基本目標である「需要に対応した
ものづくりの推進」、「新しい産業（ビジネス）の創出促進」、「企業の持続的発展の促
進」、「起業・創業の促進」を中心に、新しい生活様式・ポストコロナ社会に対応した各種
支援策を講じて参ります。そして、100年に一度、1000年に一度とも言われる未曽有の危
機を、全ての皆様とともに乗り越えて参りたく存じますので、会員の皆様をはじめ、関係各
位におかれましては一層のご支援、ご高配を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、この輝かしい新年が皆様方や当地域にとりまして、幸多く、明るい良き
年となりますよう深く深く祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、輝かしい令和３年の幕開けをご家族やご友人の皆様と
共に迎えられましたこと、心よりお慶び申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、全世界で新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、東
京オリンピック・パラリンピックをはじめ、多くのイベントや各種大会が中止や延期、規模の
縮小を余儀なくされ、不要不急の外出自粛や学校・飲食店等の休業要請等が行われた
ほか、マスクの着用、リモート会議や時差出勤、外食の敬遠など生活様式についても大き
く変化することとなりました。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、集会やイベントの開催、外出を
控えるようになり、幅広い業種の方々が打撃を受けているところですが、当町におきましては、
「コロナ禍の暮らしと経済を守り抜く」「ポストコロナの社会経済活動を構築・牽引する」を
施策方針に、種々の施策を実施してまいりました。
　特に、産業振興施策としましては、第１弾では、小規模事業者緊急貸付制度、緊急
融資保証料補助制度、利子補給金制度、雇用安定支援事業補助制度、休業要請対
象事業者支援給付制度の創設。第２弾では、新しい生活様式に対応するための支援制
度として、産業振興補助制度の拡充、町内事業所・店舗等改修補助制度、地域循環
型経済構築のための支援制度として、飲食店応援事業、キャッシュレス対応ポイントカード
システム導入支援制度の創設。第３弾では、アフターコロナに対応し、地域内経済循環を
一層促進するためのキャッシュレスカードポイントの付与事業、町内事業者の負担軽減を図
るための固定費臨時支援制度の創設、離職者雇用事業者助成制度の創設等積極的に
支援策を講じてまいりました。

　本年も引き続き、新型コロナウイルス感染症対
策事業をしっかりと実施していきたいと考えておりま
す。
　また、昨年は、丹後ちりめん創業３００年の節目
の年でありました。丹後織物工業組合を中心に、
京都府、地元市町、業界団体、丹後ちりめん創
業３００年事業実行委員会が協働して、新商品開発、販路開拓、産地基盤の再構築、
情報発信に取り組み、地域内外のたくさんの方々に丹後ちりめんに触れていただく機会
となりました。この創業３００年を契機に「丹後ちりめん」は『次代へ、新たな挑戦。』として、
次なる１００年、新時代に向けて動きだしていくこととなります。当町におきましても、「組
合加工場の近代化」や「TANGO OPEN CENTER（仮称）の設置・運営」など、
丹後地域のものづくりの根幹である織物業に対しても積極的に支援をしてまいりたいと
考えております。
　与謝野町商工会におかれましては、町の総合経済団体として、地域活性化にご尽
力いただいており、心よりお礼申し上げますとともに、足立会長を先頭に、より一層町
内企業や産業の活性化、地域経済循環型の構築に向けた取り組みを推進していただ
き、会員の皆様にも「与謝野町のまちづくり」に一層のご尽力をいただきますようお願
い申し上げます。
　結びに、与謝野町商工会の益々の発展と、役職員、会員ならびにご家族の皆様
のご健勝、ご多幸、更にはご商売の繁栄を心より祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせ
ていただきます。

　明けましておめでとうございます。
　皆様には、新年を健やかにお迎えになられたことを心からお慶び申し上げます。
　昨年は商工会法施行六十周年という記念の佳節となるべき年でしたが、新型コロナウイ
ルスという新たな脅威に見舞われ、わが国経済は個人消費の落ち込みなどにより、急速に
悪化しました。全国の中小・小規模事業者はまさに存続の危機に直面し、その状況が今
なお続いております。
　こうした中、京都府の商工会では、感染拡大防止の観点から、通常総会等の各種会
議の書面での開催や、役職員研修会などのリモートでの開催、相談窓口での安全衛生管
理の徹底、職員の自宅勤務などにも先駆的に取り組む一方、コロナ禍に係る相談窓口を設
置し、需要の低迷や経営危機に苦しむ事業者の相談対応などに懸命に取り組んできたとこ
ろです。これは、感染拡大防止と地域の経済活動の循環を両立することこそが、地域の
持続的発展に不可欠であると考えているからであります。
　商工会法の理念にあるとおり、私たちは地域経済の担い手としてわが国の商工業を支え
る責任ある立場にあり、疲弊した地域を経済面から再興をしていかなければなりません。国
や京都府においても、全国の商工会の長年にわたる要望活動の結果制定された小規模企
業振興基本法及び小規模支援法に基づき、各種の支援策を講じていただいておりますし、
もとより、商工会自らにおいても、今回同様の感染症や自然災害等による経営危機に対応
すべく共済・保険制度を拡充しているところでもあります。

　さらに、今回のコロナ禍を契機として、リモートワー
クが社会に一気に普及しましたが、商工会では業
務のＩＣＴ化に係るニーズにも対応し活動してまいり
ますので、会員の皆様には大変厳しい状況にある
とは存じますが、これらを積極的に利用して、with
コロナ・post コロナ下において、安心・安全な社
会活動の模範として、事業に励んでいただきたいと思います。
　こうした状況を踏まえつつ、商工会では、今後も引き続き中小企業者・小規模事業
者の持続的・成長的発展のため、より一層きめ細やかな伴走型支援に取り組んでまい
ります。併せて、経営支援員に対し、支援ノウハウの共有や啓発などを行い、さらなる
支援力の向上に努めてまいります。
　本年も、府内二十の商工会と一層の連携を図り、役職員が一丸となって地域経済
の発展のため邁進する所存ですので、京都府をはじめ、各市町村、関係機関の皆様
におかれましては、旧年にも増して一層のご支援、ご指導を賜りますよう謹んでお願い
申し上げます。
　結びに当たり、この一年の皆様のご健勝とますますのご繁栄を心から祈念いたしまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年を寿ぐ



お気軽にお立ち寄り下さい

　その他の給付金・補助金・助成金等の税務上の取扱い、具体的な所得税等の申告に
ついては商工会や最寄の税務署にご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症に伴う影響から、県をまたいでの移動が難しく、また、
子供たちの事業・イベントも減っている現状を踏まえ、改めて与謝野町の魅力を知
ってもらう機会を創出することを目的に11月30日～12月13日にかけて「Yosano 
Go To Drive」を開催しました。
　本イベントは与謝野町内に隠されたキーワードを探し出し、謎を解いていただく
もので、多くの町民の方にご参加いただきました。参
加者からは「子供たちと出かけ、良い景色をたくさん
見て、たくさん歩き、素敵な1日となりました」「数年ぶ
りに行く場所もあって、足を運ぶきっかけを作っても
らって良かった」など多くの感想をいただきました。
　今後も青年部員一人ひとりのマンパワーを活かし
た与謝野町の魅力を多くの方へと発信していける事
業を展開していきます。

　12月16日（水）商工会におきまして、「乳がんセミナー」と「寄せ植え講習会」を開
催し延べ26名が参加しました。
　感染対策を行い、少人数で限られた時間でできるよう昼の部と夜の部の2部制に
分け実施しました。初めに、京都府商工会連合会が提携している福祉共済に基づい
て、乳がんにまつわる検診や備えの必要性について学びました。
　続いて「寄せ植え講習会」は、きむらフローリスト様にお世話になり、12種類のお花
を寄せ植えしました。お正月に向け店前などに飾り
販売促進に活用していただけると思っています。参
加者は真剣に取組み、withコロナの状況下です
が、健康意識の向上と土に触れ花に癒されるよう
なホッとする時間を参加者一同共有することがで
きました。今後も工夫しながら女性部活動を計画
していきたいと思います。


